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⽶国ナスダック（技術中⼼銘柄）が急上昇 これは期待か、バブルか？ 
 
⽶国はまだコロナ禍や⼀部暴動の中にいる。その中に光る光明が、ここしばらくの株価の戻
りである。技術銘柄を中⼼に扱っているナスダックの上昇は特に象徴的である。 
 
パンドラの箱が中国で開かれ、多くの災いがその箱より⾶び出した。全世界はまだその苦し
みの中にいる。パンドラ伝説では、箱の中より⾶び出てきたのは災いばかりで良いものはな
にも⾶び出しては来なかった。そこで、これはいけないと慌てて箱に蓋を閉めたわけである。
その後、⼈々はその箱の中⾝に何が残っているかを想像するようになった。 
 
そんなに悪いものばかりが詰まっているわけでもなかろう。その箱の中にはきっと幸いが
残っているに違いない。これが、どんな時でも⼈々が強くいられる理由である。未来を信じ
る原動⼒でもある。 
 
アメリカ国⺠は苦しみの中にも未来に希望を持ちたいと願っている。その表れが、最近の株
価の上昇だと考えると、なんとなくわかるような気もする。これを、世界各国の政府が輪転
機を⾼速回転させて、紙幣を量産しているためだ、と⾔ってしまえば⾝もふたもなくなる。
この考え⽅では現在の株価の上昇は、バブル崩壊に向けた助⾛ということになる。 
 
閉じられたパンドラにはこの中に本当に希望は残っているのだろうか。そして、今度、その
パンドラの蓋を開けるのは、中国か？それともアメリカか？ その時、⾶び出してくるもの
は災いか？ 希望か？ 
 
世界の流れを⾒通せる⼈はいない。そしてパンドラの箱の中に何が残っているかを正確に
予⾔できる⼈はいない。ただ、箱の中には希望がある、この先には希望があると信じる⼒を
⼈類は持っている。この信じる気持ちさえあれば、⼈類はパンドラの箱の中⾝などに関⼼を
抱く必要はもはやない。希望という⼒を糧に⽣きていけるのが⼈間というものである。 
 



 
 
 
 
 
 
 


